
【主催】七飯大沼農泊観光推進協議会 
【お申込】 大沼流山牧場 Paard Musée  
      e-mail info@paardmusee.com TEL 0138-67-3339 担当:北川     
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社MASSIVE SAPPORO 代表取締役  川村 健治 氏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】 2018年3月8日（木） 

16:00～17:30（終了後 懇親会） 

【会場】 大沼流山牧場ゲストハウス 七飯町字東大沼294-1 

【参加費】 セミナー:無料 （懇親会:2,000円） 

【定員】15名 申込締切3月5日（月）※定員に達し次第締切ます 
 

【内容】  
北海道を訪れるインバウンド旅行者が交流を求めて利用する、ゲストハウスや民泊サービス。彼らはこれらのサービ
スに何を求めている？インバウンド向け民泊サービスのこれからの可能性は？民泊の販売戦略のポイントや運営
方法は？北海道初のシェアハウス立上げやAirbnb運用代行サービスなど先進的な事業を行うMASSIVE SAP
PORO代表の川村氏を講師に迎えて勉強会を開催します。 
 
 
 
 

民泊サービスの可能性 勉強会 

川村 健治 氏 プロフィール 

1978年、北海道札幌市に生まれる。 2004年より総合不動産デベロッパー株式会社プロパス

トにて、多数のプロジェクトマネージャーを歴任。   2009年より株式会社トランジットジェネラスオ

フィスグループの不動産部門であるリアルゲイトの創立メンバーとなり、お台場『the SOHO』原

宿『THE SHARE』などのプロデュースを行う。   同時期に株式会社MASSIVE SAPPOROを

創業し、札幌にてシェアハウスの草分けとなるBUIEをプロデュース。 2011年11月に帰札し、シ

ェアハウス・シェアオフィス・民泊や簡易宿泊所のプロデュースとオペレーション。仲介や改修工事、

設計施工などの事業の他、インバウンド向けのレンタカー事業、茶道体験や忍者体験施設など

の事業を行う。経済産業省よりリモートワークについての評議会のメンバーに選ばれる。 


